
(仮称)津市久居ホール整備に関する意見書 

 

本(仮称)津市久居ホール整備有識者委員会においては、平成 26 年 8 月 13 日を第一回と

してこれまで六回にわたる委員会を開催し、 (仮称)津市久居ホール整備基本計画（以下、

基本計画）、さらにはそこで基盤としている「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」（劇

場法）への理解、尊重の上、委員会設置要綱に従い、(仮称)津市久居ホール（以下、久居

ホール）の規模、機能等に関する検討を行ってきた。その際本旨としたのは、今後設計段

階へと向かうにあたり不可欠な基本計画における未消化部分への対応である。 

そこでとりわけ中心的な課題とされたのが施設の核となる主ホール（ホール機能：基本

計画より）の性格設定である。基本計画において、第 3 章「求められる機能及び事業のあ

り方」にその座席数は 300～1,000 席とされ、第 5 章にはモデルプランとして 3 案（「パタ

ーン 1 300 席程度」、「パターン 2 600 席程度」、「パターン 3 900～1000 席程度」）が併

記されていることに示されるように、その規模を始めとする最低限の性格付けがそこにな

されるに至っていない。 

したがって、本委員会においては当該ホールを筆頭に、今後に向けて整理、明確化が必

要な主たる室、スペースについて可能な範囲で順次検討を行った。なおその際、施設全体

の規模については基本計画に示された延床面積の総枠を遵守した。 

 別紙に主たる検討結果を示す。各委員の専門的知見と経験に基づく多角的な検討のうえ

導かれた結果であり、その正しい理解の上、斟酌されることを期待する。 

 

以上、意見書を提出する。 

 

 

平成 27 年 3 月 24 日 

(仮称)津市久居ホール整備有識者委員会 

会長   大 月  淳  
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(別紙) 

 

検討結果 

 

1）主ホール 

i)   プロセニアム形式*1多目的ホールとする。 

ii)  舞台周り寸法は次のものをベースとする。 

プロセニアム開口：幅 14.5m、高さ 9m  舞台：奥行き 15m、幅 37m 

iii) 可動式音響反射板*2を備え、高次元での多ジャンル対応を可能とする。 

iv)  座席数は 600～700 席とする。 

v)  1 階席 400 席前後の積層バルコニー客席*3とし、1階席限定利用時に小劇場的な雰囲気

が醸成可能な空間構成とする。 

vi) 客席からのサイトライン*4について 600 席分は十分なものとし、それを超える分につい

ては一定の劣化は許容されることとする。 

vii) 基本計画に示される多目的利用については、本ホールに加え、小ホールとして利用可

能な別スペース（スタジオ）を整備することで対応する。 

viii)オーケストラピット*5、花道*6の設置対応とする。 

ix)  耐震災性に優れたものとする。 
 
*1 客席と舞台を明確に区分する額縁状の建築部位を「プロセニアム・アーチ（略してプロセニアム）」と称し、それを

有するホール形式が「プロセニアム形式」。 

*2クラシック音楽等豊かな響きが重視されるジャンルでは音を客席へ効果的に伝達するため舞台上に反射面―音響反射

板が必要となる。演劇等においてはその存在が舞台装置の設置等において邪魔になり、格納される必要がある。 

*3 客席空間内にバルコニー状に床を張り出させそこに座席を設置するバルコニー客席を積層させる形式。 

*4 客席から舞台を見る観客の可視線。各席について舞台との位置関係、前方観客･手摺等遮蔽物の存在等によって良し

悪しがでる。 

*5 オペラ、バレエ等で舞台と客席の間に設けられるオーケストラが演奏する掘り下げられたスペース。一般的に高さの

調製が可能で、通常時は客席レベルに揃えられ座席が置かれる。また、客席を除いた状態で舞台面まで上げると前舞台

となる。 

*6 歌舞伎に特有の舞台から客席へと侵出する通路状空間。 

 

<趣旨> 

i),ii),iii)→多様な要請に応えるためプロセニアム形式多目的ホールとし、舞台に関して

は規模、設備面で過度ではない現代における標準的な仕様とする。 

ii),iii)→市内既存「文化ホール」3施設が相対的に音楽指向の仕様であるため、ここでは

演劇・舞踊系を意識したものとするが、音楽に関しても高次元な対応が可能なものとする。 

iv)→劇場法に基づき自主事業を行っていく現代の劇場施設における、一方で、貸館施設と

してあった久居市民会館の代替施設における、一部矛盾も抱えるその双方の要請に対応す

る適正規模として 600 席を基準に 100 席程度を加えた座席数を設定する。それは、基本計

画に示される様々な理念、機能を敷地内に共存させる観点からの適正規模でもある。 

v)→①他の機能に関する室、スペース確保に不可欠な 1 階席部分コンパクト化の必要性、
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②高頻度となることが想定されるより小規模な空間が適した事業への対応性、その両面に

おいて、1階席が 400 席前後、残りの客席が積層され、かつ、1階席のみの利用時にも違和

感の無い客席空間構成とする。 

vi)→座席数の最低ラインである 600 席分についてはその想定される一定の利用頻度に鑑み

十分なサイトラインとし、それを超える分には若干の劣化を許容する。 

vii)→空間可変まで視野に入れた基本計画に示される主ホールの多目的対応への要請に応

えるとともに、それとは別の意義（主ホールとは別個の独立利用可能スペースの実現、主

ホール可変機構非導入によるコスト低減等）が認められることから、小ホールとして利用

可能な別スペース（スタジオ）を整備する。 

viii)→オーケストラピットについては、そのものとしてより前舞台としての利用の有効性

に鑑み、設置対応とする。花道についても積極的な利用も視野に設置対応としたい。 

ix)→3.11 後の施設のあり方を考え、震災発生時利用のみならず、その後の定常利用に支障

をきたさないものとする。 

 

☆iv)、v)に示す座席数については、基本計画における複数案併記を導いた市民利用（貸館）

における多様な要請にも応えるものであることをここに特記しておく。1階席のみ利用時の

約 400 名規模、そして全席利用の約 700 名規模、さらには、スタジオ等付帯室の一体利用

による約 900 名規模の事業にそれぞれ対応可能であり、すなわち基本計画に示されるモデ

ルプラン 3 案における観客（利用者）収容規模のすべて（さらにはスタジオ単独利用での

約 100 名収容規模）がそこに概ね実現される。 

 

<基本計画より> 

対応機能：ホール機能（ホール） 

「多様なジャンルに対応し、市民に質の高い舞台公演の提供を可能とするため、舞台機構、

舞台音響設備、舞台照明設備を充実させ、プロの公演に十分に対応できるホールを整備し

ます。 

また、市民の各種発表会や集会など多様な利用に対応するため、多目的に利用できるホ

ール機能として、可変性についても考慮します。 

なお、ホール規模については、市民の利用を最優先にすることから、現段階では、座席

数は、300～1,000 席として、今後の利用方法、市全体の文化施設を活用した文化振興施策

の展開計画なども考慮する中で、基本設計の中で、市民の皆さんの意見も聞いて、決定し

ていきます。」 

 

 

2）スタジオ 

i)   実演芸術（舞台芸術）における練習から公演までの利用を主たる目的とした専用のス
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ペースとして設置する。 

ii)  主ホールのサポートスペースとしての機能を備えるものとし、そのまたさらなるサポ

ートスペースとしての利用が想定される専用展示ギャラリーとの関係を考慮する。 

iii) 面積は主ホール舞台と対応した 200 ㎡程度とする（倉庫等の付属室は除く）。 

iv)  エンドステージ型*7のホールとなるよう移動観覧席の設置も検討する。 

v)   展示ギャラリーとしての利用も可能なものとする。 

 
*7 舞台と客席の関係性からみたホール形式の一つで、客席空間の端部(エンド)に舞台がある形式をいう。 

 

<趣旨> 

i),ii)→主ホールのサポートスペースとしての役割には①主ホール事業におけるリハーサ

ル対応、②400 席限定利用でも主ホールに適合しないより小規模な事業（自主・貸館ともに

数多くあることが想定される）への対応、③主ホール事業において、より多くの観客（利

用者）収容が必要となるケース（久居市民会館実績からはその頻度は非常に低く、それも

出演者と観客が入れ替わるような内容のものが大半であることが想定される）への対応———

出演前待機および映像を介しての主ホール事業鑑賞の実現———が想定される。それらの役割

を担う実演芸術対応スペースとしてスタジオを設置する。ダンス対応の鏡の設置も行う。 

ii),iii)→上記①の主ホール事業におけるリハーサル利用に鑑み、主ホール舞台と対応し

た寸法の室とし、②、③における 100 名強の観客（利用者）収容を可能とする。なお、ス

タジオのさらなるサポートスペースとして専用展示ギャラリーの併用も想定され、一体利

用が可能なようにする（さらに 100 名強収容）。 

iv)→様々な利用が想定され、それに対応する空間可変が容易にできることが望まれる。ベ

ースの平場に次いで比較的高い利用頻度が想定されるのがエンドステージ形式の空間設定

であり、同形式の実現を含めてそこでの空間可変には機械式の機構導入も検討する。 

v)→基本計画において想定されていた「展示機能（展示ギャラリー）」としてのトータルで

1,000 ㎡程度のスペース全てを専用の室とすることは、室の利用率、延床面積の制約上現実

的ではなく、当該面積確保には他の機能関連室、スペースの活用が必要であり、それに主

として対応するものである。メディアアート*8における積極的活用も期待される。 

 
*8 一般的に、コンピュータその他の電子機器等を利用した芸術をいう。 

 

<基本計画より> 

対応機能：文化創造機能（練習場、創造工房）、（ホール機能） 

「文化芸術活動の練習、創造に必要な機能として、普段の活動規模や内容に合わせ、十分

活用できる、リハーサル室を兼ねた練習場を設けます。 

また、市民の美術・工芸の創造活動に対応するため、創造工房を設けます。 

地域の文化芸術団体等の日常的な利用により、にぎわいづくりにも貢献します。」 
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3）専用展示ギャラリー 

i)   視覚芸術の展示を主たる目的とした専用のギャラリーを設置する。 

ii)  作品のセキュリティに配慮したものとする。 

iii) スタジオとの一体利用が可能なものとする。 

iv)  規模についてはさらなる検討が必要であるが、スタジオと同等の 200 ㎡程度を基準と

する。 

v)  専用展示ギャラリー、スタジオを核にその他室、スペースを合わせて 1,000 ㎡の展示

スペース確保を実現する。 

 

<趣旨> 

i), ii)→基本計画における「展示機能（展示ギャラリー）」に想定されていたのは「津市

美術展覧会等の大規模な催し」の際に「他の機能との空間兼用」も伴い利用可能なトータ

ルで 1,000 ㎡程度（基本計画においてこの値自体は示されていない）のスペースであり、

その核として絵画、彫刻等視覚芸術に関するセキュリティにも配慮した展示専用の室を設

置する。 

iii)→基本計画に想定された展示スペース 1,000 ㎡の全てを専用の室とすることは、室の

利用率、延床面積の制約上現実的ではなく、当該面積確保には他機能関連室、スペースの

活用が不可欠（基本計画想定通り）であり、その筆頭にスタジオが位置付けられる。 

iv) →ii)のセキュリティ対応からの規模算定が本来必要である。セキュリティレベルに応

じた展示スペースの配分が望まれ、専用展示ギャラリーはその最高位に位置付けられる。

なお、実演芸術の箱（ブラックボックス*9）であるスタジオと視覚芸術の箱（ホワイトキュ

ーブ*9）である専用展示ギャラリーの並置は施設の特色となり得ることから、スタジオの規

模と揃え 200 ㎡程度を基本とする。 

v) →専用展示ギャラリー、スタジオを合わせた想定面積が 400 ㎡であり、残りの 600 ㎡は、

誰しもが自由に往来可能なロビー等オープンスペース、その他室を活用して確保する。 
 
*9 実演芸術のための空間においては一般的に照明効果の観点から黒をベースとすることが望ましく、それを追求した黒

い箱―「ブラックボックス」が一つの典型となる。対照的に視覚芸術においての空間の典型が白い箱で「ホワイトキュ
ーブ」と呼ばれる。いずれについても常に理想的な空間であるわけではない（作品との相性がある）ことに注意。 

 

<基本計画より> 

対応機能：展示機能（展示ギャラリー） 

「市民の美術・工芸作品の発表の場を提供する機能として、展示ギャラリーを設け、日常

的なにぎわいづくりや市民の交流を推進します。 

なお、津市美術展覧会等の大規模な催しを可能とするため、他の機能との空間兼用を含

めて今後検討していきます。」 
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4）事務室 

i)  事務室における津市久居総合支所のサテライト機能の併設については改めて慎重な検

討が必要である。 

ii)  上記サテライト機能を除いた施設の事務室面積は 150 ㎡を基準とし、管理運営体制と

の対応から今後調整するものとする。 

 

<趣旨> 

i)→①久居ホール本体と管理運営主体が異なること、②関連して開館日・時間等の相違が

想定されること、③現状における利用想定人数も少なく、将来におけるさらなる減少も見

込まれることから、津市久居総合支所のサテライト機能の併設については、その是非につ

いて、また、併設する場合にはその様態について改めて慎重な検討が必要である。 

ii)→久居ホール本体の事務室面積は管理運営体制と対応させる必要があり、ひとまず類似

施設のデータより 150 ㎡を基準としてここでは示し、今後調整するものとする。 

 

<基本計画より> 

対応機能：行政、窓口機能（事務室）、市民団体活動支援機能（市民活動室） 

 

行政、窓口機能（事務室） 

「市民参加と市民サービスの向上、促進を目指し、事務・管理機能と併せて、事務室内に

総合支所のサテライト機能や自治会等の市民団体の活動に伴う行政機能を設けます。」 

 

市民団体活動支援機能（市民活動室） 

「市民のまちづくり活動の拠点として、自治会、ＮＰＯ等の市民団体が、会議等のできる

市民活動室を設けることで、地域再生、活性化に向けた市民の自主的な活動を支援します。」 

 

 

5）その他の室、スペース 

I) バンド練習室（音楽練習室） 

i)  機能特化した練習場としてドラムセットを備える室を含むバンド練習室（音楽練習室）

を設置する。 

ii) 3 室、計 80 ㎡程度の規模とし、各種音楽練習に対応できるものとする。 

 

<趣旨> 

i)→基本計画にある「普段の活動規模や内容に合わせ、十分活用できる、リハーサル室を

兼ねた練習場」の一つとして若い世代まで含めて広いニーズのあるバンド練習室（音楽練
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習室）を設置する。CD制作が可能な録音スタジオとしての利用も想定する。 

ii)→1 室 20～40 ㎡で 3室を想定し、各種音楽練習に対応できるものとする。 

 

<基本計画より> 

対応機能：文化創造機能（練習場、創造工房） 

「文化芸術活動の練習、創造に必要な機能として、普段の活動規模や内容に合わせ、十分

活用できる、リハーサル室を兼ねた練習場を設けます。 

また、市民の美術・工芸の創造活動に対応するため、創造工房を設けます。 

地域の文化芸術団体等の日常的な利用により、にぎわいづくりにも貢献します。」 

 

 

II) カフェ 

i)  オープンスペース（コモンスペース）の一角に非営利目的のカフェを設置する。 

ii) 施設設置条例において位置付け、運営における施設との一体性を確保することが望ま

しい。 

iii) 障がい者の方々の参画の場とすることも選択肢としたい。 

 

<趣旨> 

i)→「気軽に立ち寄」ることのでき、「親しみのある憩いの場」として、誰もがアクセスで

きるスペース——オープンスペース（コモンスペース）を充実させることは久居ホールの掲

げる理念を実現させる為に不可欠である。その場の一つの核としてカフェを設置する。 

i),ii), iii)→カフェについては、採算性が求められる単独の成立は難しく、むしろ、施

設の公共性を担う一機能として条例にも含められるよう積極的な位置付けを行う。障がい

者の方々の参画を得ること（事例あり）は、社会包摂（劇場法における重要な概念の一つ）

の面からも一つの方向性。 

 

<基本計画より> 

対応機能：交流・広場機能（ロビー等） 

「市民の創造・鑑賞・交流・情報収集発信施設として、多くの人が長時間または、何度で

も訪れる施設とするため、ロビー等の空間を明るく開かれたものとし、文化芸術により活

力を得られる場所とします。 

また、施設周辺にはふるさと文学館など市民が気軽に利用する公共施設もあり、歴史や

自然にふれあいながら散歩する途中の休憩場所としても利用でき、市民が気軽に立ち寄り、

飲食や情報交換や交流ができる、親しみのある憩いの場となるよう、外部空間も含めた広

場機能を充実させます。」 
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III) 情報ラウンジ 

i)  「市民が気軽に立ち寄れる」オープンスペース（コモンスペース）の一角として芸術

関係の雑誌、DVD 等資料の閲覧、視聴ができる情報ラウンジを設置する。 

ii)  オープンな空間が望ましいが、資料の管理面に留意する必要がある。 

iii) ふるさと文学館、さらには市内図書館全般との連携を模索する。 

 

<趣旨> 

i)→誰もがアクセスできるオープンスペース（コモンスペース）を充実させることは久居

ホールの掲げる理念を実現させる為に不可欠である、その場の一つの核として情報ラウン

ジを設置する。 

ii)→基本的にその性格上オープンであることが望まれるが、そこに備えられる雑誌、DVD

等、さらには図書館連携実現時における関連書籍等の管理に留意する必要がある。 

iii)→基本計画においては明記されないものの、「久居駅周辺地区のまちづくりビジョン」

プランに「市民ホール整備（久居ふるさと文学館と連携した文化・交流活動拠点として）」

とある。隣接していることを有効に活用し、ふるさと文学館との間に相乗効果を生み出す

ことを考えるべきである。さらには、ふるさと文学館を核に市内図書館全般との連携（書

籍、資料の融通のみならずリーディング公演など事業面における協働）を考えても良い。 

 

<基本計画より> 

対応機能：情報発信機能（情報ラウンジ）、交流・広場機能（ロビー等）、市民文化芸術活

動支援機能（体験交流室） 

 

情報発信機能（情報ラウンジ） 

「文化芸術に関する幅広い情報を収集し、市民へ提供するとともに、施設での創造活動の

成果を広く発信します。市民が気軽に立ち寄れる場所に情報ラウンジを設け、図書やパソ

コンの設置を検討します。」 

 

交流・広場機能（ロビー等） 

「市民の創造・鑑賞・交流・情報収集発信施設として、多くの人が長時間または、何度で

も訪れる施設とするため、ロビー等の空間を明るく開かれたものとし、文化芸術により活

力を得られる場所とします。 

また、施設周辺にはふるさと文学館など市民が気軽に利用する公共施設もあり、歴史や

自然にふれあいながら散歩する途中の休憩場所としても利用でき、市民が気軽に立ち寄り、

飲食や情報交換や交流ができる、親しみのある憩いの場となるよう、外部空間も含めた広

場機能を充実させます。」 
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市民文化芸術活動支援機能（体験交流室） 

「文化施設が担う、人と情報の交流が図れるなど、地域の文化芸術団体活動が支援できる

機能とします。」 

 

 

補記 

 以上、久居ホールにおける主たる室、スペースを軸とした検討結果である。敷地の制約

もあり、同施設に含められる機能には限界がある。求められるあらゆる機能を同施設に集

約するのではなく、練習室、工房、倉庫等個別機能に対応する空き家等を利用したサテラ

イト施設を設置することの可能性についても一部検討されたことをここに付記しておく。 

 いずれにしても以上の検討結果には各事項との関連性において管理運営（経営）面にか

かわる内容も含まれている。本委員会としては、設計段階に向けての施設機能に関する条

件整理の要請に応えることを最優先したこと、そして、ここで深い検討を行うのに条件が

整っていないと判断されたことにおいて、管理運営面については基本的に留保の態度をと

った。しかし、劇場法に基づくことを謳う施設としては何より管理運営面が肝要であるこ

とは論を俟たない。久居ホールが‘劇場法の理念に則り、基本計画に示される理念、考え

方を具現化するためには、従前の貸し館主体の施設とは次元を異にする人材・組織・資金

が必要である’ことをここに強調し、それと関連して部分的に検討された上記検討結果に

は含まれない事項について以下に示す。 

 

・館長、スタッフに実績ある人物をあて、注目を集める等の戦略を考えていくことも必要。 

・現在想定の指定管理者制度（公募）、さらに、そこに意識される市内既存「文化ホール」

3施設との兼ね合いの整理が必要である。 

・市内既存「文化ホール」3施設、さらにはその他 8施設との相互関連性と個別性について

整理が必要である。 

・現在想定されている指定管理者制度（公募）の適用を行う場合、市内既存「文化ホール」

3施設とは別個に公募を行う方向性の検討も必要である。既存 3施設と同一の指定管理者で

あることは効率性の面で合理的であるが、久居ホールがハードウエアとしてそれらとは一

線を画すものになることで、必然的に事業内容が異なってくることに注意が必要である。 

・身の丈に合った、しかも前向きな運営予算の確保が望まれる。他施設との兼ね合いはあ

るが市の一般会計の 0.1〜0.3％程度がひとつの基準。一部の実演芸術愛好家のための既存

施設とは一線を画し、劇場法に基づき、誰しもにとって価値を有する普遍的施設を標榜す

ることにおいて、現時点のみならず将来における効果も見越して投資する意識の共有が望

まれる。 

・運営にかかわる委員会を早急に立ち上げることが望まれる。 
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